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1.

肥後旅するかがいく誌に勝つ要諦である。大東即戦争が建設戦、守といはれる瑚山もと乙にあるのであって‘われわれは建設しつついく3をすすめてゆかなければならない。占領した地此はただちに姶設にお相手して、乙乙から人的・物的の戦守資材を生み出し、戦ふカを一層強靭にして、8らに武力を行使してゆ〈といλふうに戦争をすすめてゆかなければならないのである。か〈見る時は、大東民共祭闘の建設といふ乙とは明らかに戦争の一分野となっ℃〈る。'共祭闘が理想的に強力に建設3れて、わが閣の生産力ないしは生産力そ含め主客戦力が、日に新たにm・吠ーになっげしゅく'tBは、勝利はすでにその中に生れてととを士官盤にして忠男無比の昌一一軍・がいく誌をすすめ℃ゆけば、ま
〈るのであって、

'ったく鬼に金棒である。したがって‘南方の占領地帯を中心とする共栄閣の蛇設といふ題目が、いち早く取ムツあげられ℃めるのは設然の乙とである。すでにわれわれは日・減・支を緊密に結びつける共祭閤跡地設の中核砲をもっ℃ゐ，
..，.

台。そ乙に今度は乙の中核健の中に少弁ゆかった石油とか‘ポーキサイトといふやうな有力な戦争資材を豊宮に持った南方地域が参加してSたのだから、ま ゴムとか、ったく前途は洋々たるものがある。大東亜建設審議舎が昭和十七年の港vvdpポly陥幕後の新事態K鈎蕗してすでに八部門に瓦る南方建設の答申を決定し、政府に具申したのも、かかる立場の現れであιリーまた昭和十七年十一月→日から府開3し
党大東河川省の使命も、

その最高日擦を共祭閣の建設においてゐる乙とは、
乙とに抑制

細別するまでもない。

かくのどとく大東m共祭闘の建設は、大東即戦争の一分野であって、-なるべく平く‘またなるべく班想的に共柴閣の建設工作をすすめてゆかなければなでは一般どういふλうに建設をすすめてゆくかといよ乙とになると、 われわれは

らないが、

v、ろいろな閥係から、なかなかむづかしく、乙乙にまづ綜A守的な調査と計叢が必要となってく匂のである。地域別に、または物設別紀、個々ばらばらに建設や開援がす
序

、、‘.


